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１．サロベツ川放水路南側湿原周辺の乾燥化対策について
２．サロベツ原生花園跡地の植生回復試験について

３．泥炭採掘跡地の植生回復試験について
４．円山周辺のササ侵入抑制対策について

５．その他

第22回 上サロベツ自然再生協議会再生技術部会
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放水路周辺における乾燥化対策の実施状況

：水抜き水路

仮排水路跡

水抜き水路の埋戻し範囲

仮排水路放水路
土堤側溝 土砂堆積範囲 高層湿原植生

土堤

放水路

落合沼及び水抜き水路１
・堰止めを実施済み
（2010.6）

水抜き水路２
・堰止めを実施済み
（2011.3 ）

水抜き水路５

水抜き水路３、旧河川跡
・堰止め実施済み
（2016.3）

水抜き水路４，５
・堰止めを実施済み
（2014.2 ）

水抜き水路４

水抜き水路３

水抜き水路２

落合沼
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量
（
ｍ
ｍ
）

地
下
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位
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落合沼地下水位標高

降水量 3 15 34 落合沼 A2W300

落合沼周辺の地下水位観測網

堰き止め直後から水位が上昇

堰き止め工事竣工（2010年5月28日）

落合沼周辺の地下水位変化

・堰止め工事以降、落合沼（オレンジ）に水が湛水し、これが維持されている。
・落合沼近傍のNo.15（黄緑）やNo.34（水色）の地下水位は落合沼水面により
コントロールされている。
・後背部となるNo.3（赤）や高層湿原域のA2W300（紫）においても、高い地下
水位が維持されている。

No.34

落合沼水位

No.15

No.3

A2W300

4

堰止めしてから地下
水が上昇

施工した２～３年後あた
りからは地下水位は安

定している。

７



0

50

100

150

200

250

2004 2006 2009 2010 2013 2016

調査地20

その他

ミズゴケ

ヤマドリゼン

マイ
ヌマガヤ

ホロムイスゲ

ヤチヤナギ

0

50

100

150

200

250

2004 2006 2009 2010 2013 2016

調査地26

その他

ミズゴケ

ヤマドリゼンマイ

ヌマガヤ

ホロムイスゲ

ヤチヤナギ

ヨシ

イワノガリヤス

イヌスギナ

ミツガシワ

落合沼周辺の植生モニタリング結果

・落合沼湛水域ではヨシが優占し、南側の非湛水域ではミズゴケ類が優占し、ホロムイスゲ、ヤチヤナギ等が生育。
・2013年から2016年にかけて種組成に大きな変動はなかったが、調査地14/A1-W300ではイワノガリヤスがやや減少
した。また、非湛水域ではヌマガヤがやや増加した。

植
被
率
合
計
（
%）

調査地20の状況（2016年10月；水深46cm）
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イヌスギナが消
えヨシに置換

イヌスギナが消
えアシに変化
ヌマガヤが増加
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A測線地下水位標高

降水量 A1水路1 A1W2 A1W5 A1W10 A1W20

A1W40 A1W60 A1W80 A1W100 A1W200 A2W300

A測線における地下水モニタリング結果

・排水路の緩衝帯設置工事が
2009年8月に一部施工され、2010
年8月には拡張工事が実施され
ている。また2011年8月には新水
路の床下げが実施されている。

・緩衝帯の施工後、緩衝帯近傍
のA1W2、A1W5、A1W10、 A1W20
では夏季の水位低下量が抑えら
れている。

・緩衝帯から遠いA1W40以奥の
水位は、緩衝帯施工後は年間を
通した地下水位の変動幅が小さ
くなっている。
（2016年2～3月にかけてはやや
変動があった。）

6

緩衝帯の施工

緩衝帯の
拡張工事

新排水路
床下げ

工事終了後、再設
置（水路1W0）

緩衝帯の施工後、緩衝帯近傍のA1W2、
A1W5、A1W10、 A1W20では夏季の水
位低下量が抑えられている。

緩衝帯から遠いA1W40以奥の水

位は、緩衝帯施工後は年間を通し
た地下水位の変動幅が小さくなっ
ている。
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A測線における植生モニタリング結果

・A測線上では、2010年頃から、一部の調査地ではヌマガヤ、ヤチヤナギがやや増加。
・A1-W300、15地点では落合沼堰き止め後にヨシが増加。15地点ではミズゴケが出現。
・ A1-W100、200では、ミズゴケの生育が減少。

植
被
率
合
計
（
%）
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水抜き水路２に沿った調査断面における地下水位の変化

埋め戻し範囲

仮堰上げ前（2004-2005年）

仮堰上げ後（2006年）

水路埋め戻し後（2015年）

後背の高層湿原域において高
い地下水位が維持されている

水路埋め戻し後（2016年）

埋戻し範囲：平成28年度地下水位調査地点

8

地下水位の変化
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植生モニタリング結果

調査地58の状況（2016年9月）

・堰止め工上流側（ 54、55、58 、61、64）では2013年から2016年にかけてヨシの植被率が増加。
・一方、58地点では、2016年に新たにクマイザサの侵入を確認（植被率 2%）。
・上流の調査地78ではヌマガヤの植被率がやや増加したが、全体として大きな変化はみられない。
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ヌマガヤ減少ヌマガヤ減少し
ヨシが増加

クマイザサの侵入クマイザサの侵入

ヌマガヤ減少ヌマガヤ増加
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水抜き水路３及び旧河川跡における地下水位の変化
：地下水調査地点

NO.89

NO.83

NO.80

堰止め工事仮堰上げ

工事による観測孔
消失（NO.83）
本年、再設置。

堰止め工事後の
堪水の様子

平成28年5月
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堰き止め工の結
果、地下水位が上

昇
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降水量 104 105 106 107 108

旧河川跡における地下水モニタリング結果

旧河川跡上流側では、堰き止め工事の前後において大きな地下
水位の変動はない。
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堰止め工事

工事の前後で
地下水の変化
はない
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水抜き水路３及び旧河川跡における水質

：採水地点
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Na+K

Ca Ca
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・堰止め工周辺の水質はヘキサダイヤグラムでみると
縦長の貧栄養な水質となっており、既存文献でのサロ
ベツ湿原・高層湿原の水質との違いはない。
・堰止め工事による水質への影響はみられていない。

既存文献（サロベツ湿原内の高層湿原）の水質

-505
[meq/L]

Mg

ClNa+K

Ca HCo3

So4
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Ｈ28調査地点

新設

新設

新設
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仮堰上げ 堰止め工

水抜き水路４ 地下水位の変化

堰止め工施工後、夏季の水
位低下が抑制されている

後背部への堰止め工の効
果を評価するため、湿原奥
部）において地下水位計を
3地点新設。 13

地下水位計
新設

4-9,10,11

水抜き水路埋戻し範囲

約100m

約100m

約100m

水抜き水路埋め立てによる後
背部への堰止め工の効果を
評価するため、湿原奥部）に
おいて地下水位計を3地点新
設。

埋め戻し後、夏季の水位低下が抑制
されている
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植生モニタリング結果

調査地4-10の状況（2016年9月）

・調査地4-3では、水抜き水路埋戻し後、ムジナスゲとヨシの植被率が増加。
・調査地4-1では、水抜き水路埋戻し後、 ヨシが増加傾向。ハンゴンソウにかわりオオヨモギの植被率が増加。

埋戻し

仮堰
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調査年度

堰止め工施工後、夏季の水位低下が抑
制されている
堰止め工施工後、ムジナスゲとヨシの被
植率が増加

ヨシが増加傾向。ハンゴンソウにかわり
オオヨモギの植被率が増加。
ヨシが増加傾向。ハンゴンソウにかわり
オオヨモギの植被率が増加。
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新設

新設

新設

水抜き水路５における地下水位の変化
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Ｈ28調査地点

仮堰上げ

堰止め工

15

地下水位計
新設

5-9,10,11

後背部への堰止め工の効
果を評価するため、湿原奥
部）において地下水位計を
3地点新設。

水抜き水路埋戻し範囲

約100m

約100m

約100m

後背部への堰止め工の効果
を評価するため、湿原奥部）
において地下水位計を3地点
新設。

堰止め工施工後、夏季の水位低下が抑
制されている
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植生モニタリング結果

植
被
率
合
計
（
％
）

調査地5-9の状況（2016年9月）

埋戻し

仮堰

16

0

50

100

150

200

250

2011 2012 2013 2014 2015 2016

5-1
その

他

ヤチ

ヤナ

ギ
ヨシ

0

50

100

150

200

250

2011 2012 2013 2014 2015 2016

5-2
その

他

ヤチ

ヤナ

ギ
ヨシ

0

50

100

150

200

250

2011 2012 2013 2014 2015 2016

5-3
その他

ヤチヤ

ナギ

ヨシ

堰止め工
（2014年2月）

仮堰上げ
（2011年12月）

0

50

100

150

200

250

2016

5-11

その他

ヤチヤナギ

ヨシ

イワノガリヤス

ハンゴンソウ

チマキザサ

0

50

100

150

200

250

2016

5-9 新設

調査年度

0

50

100

150

200

250

2016

5-10

そ

の

他

新設

新設

・堰止め工のすぐ上流側に位置する5-2、5-3ではヨシが増加傾向。5-3ではチマキザサが減少。
・新設調査地の5-9ではヨシが優占し、5-11ではチマキザサが優占する群落が分布していた。5-10はそれらの
中間的な種組成をもつ場所であった。

堰止め工施工後、夏季の水位低下が抑
制されている
チシマザサが減少し、ヨシ原へ
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平成28年度調査と今後のモニタリング計画について

• 水抜き水路３では工事後2年目のモニタリングを実施する。

• その他地点では地下水位のモニタリングを継続する。

地下水位 植物 水質 地下水位 植物 水質 地下水位 植物 水質 地下水位 植物 水質 地下水位 植物 水質

2004 ● ● ● ●

● ●

2006 ● ● ● ● ● ●

2007 ● ● ●

2008 ● ● ●

2009 ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ●

2012 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2013 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

2015 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○ ○ ○

2017 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○○
堰止め工

○

2010
堰止め工（5月）

2011 ● ● ●

2016 ○ ○

2014 ●

○

●

●
堰止め工（2月） 堰止め工（2月）

仮堰上げ（12月） 仮堰上げ（12月）仮堰上げ（12月）

● ●

堰止め工（3月）

仮堰上げ（11月）

● ●

水抜き水路２ 水抜き水路３ 水抜き水路４ 水抜き水路５

2005
仮堰上げ（11月）

年
水抜き水路１

17
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